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概
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一
　
　
序

　
今
日
世
界
を
挙
げ
て
家
族
計
画
の
問
題
が
論
議
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
窮
極
の
と
こ
ろ
「
最
適
人
口
径
路
」
を
求
め
る
問
題

で
あ
る
と
い
え
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
見
解
の
下
に
、
一
つ
の
経
済
社
会
に
お
け
る
最
適
人
口
径
路
の
問
題
を
採
り
上
げ

た
。
し
か
し
今
回
の
モ
デ
ル
は
封
鎖
経
済
に
お
け
る
単
一
生
産
物
モ
デ
ル
で
、
し
か
も
家
族
計
画
が
志
向
す
べ
き
目
標
と
し
て
の
人

口
の
最
適
成
長
率
確
定
の
問
題
を
と
り
扱
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
研
究
は
序
論
の
域
を
で
な
い
段
階
に
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、

た
と
え
こ
の
よ
う
な
単
純
モ
デ
ル
に
限
定
し
て
も
、
あ
る
人
口
（
大
き
さ
と
年
令
構
成
）
と
資
本
量
を
初
期
値
と
し
て
設
定
さ
れ
た
目

標
に
向
っ
て
人
口
と
経
済
が
相
互
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
、
ど
ん
な
径
路
を
と
っ
て
成
長
し
て
ゆ
く
べ
き
か
の
問
題
が
解
決
さ

れ
な
け
れ
ば
、
最
終
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
古
典
的
最
適
人
口
理
論
は
、
静
学
的
概
念
で
あ
っ
た
こ
と
は
論
外
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
社
会
経
済

情
勢
を
背
景
と
し
て
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
目
標
に
対
す
る
最
適
人
口
の
大
き
さ
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
最
適
出
生
率
の
概
念

－　１　－



こ
の
歴
史
的
事
実
に
徴
し
て
、
筆
者
は
、
「
現
代
社
会
は
民
主
主
義
社
会
で
あ
る
」
と
い
う
観
点
に
た
ち
目
標
の
設
定
に
意
を
用
い

た
。

　
そ
こ
で
社
会
の
構
成
単
位
で
あ
る
と
こ
ろ
の
個
人
の
経
済
的
福
祉
最
大
を
基
準
の
一
つ
に
お
き
、
そ
の
基
準
に
則
っ
た
個
人
の
生

活
行
動
の
結
果
を
集
計
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
マ
ク
ロ
的
な
社
会
全
体
の
動
き
に
連
結
さ
せ
た
の
ち
、
「
社
会
全
体
の
健
全
な
発
展
」

を
も
う
一
つ
の
基
準
と
し
、
こ
れ
ら
両
者
の
基
準
を
満
た
す
よ
う
な
最
適
人
口
成
長
率
（
最
適
人
口
構
成
）
を
模
索
し
た
結
果
、
一
応

目
標
と
し
て
の
最
適
人
口
経
路
を
見
い
だ
し
た
。
し
た
が
っ
て
本
稿
の
モ
デ
ル
は
二
つ
の
部
分
か
ら
な
る
。
最
初
の
部
分
は
、
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
貯
蓄
モ
デ
ル
で
あ
り
、
こ
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
各
個
人
が
基
準
一
を
実
現
す
る
べ
く
、
一
生
を
通
じ
て
労
働
所
得
を
配

分
し
て
行
な
う
と
こ
ろ
の
最
適
な
年
令
別
消
費
分
布
を
確
定
し
た
の
ち
、
特
定
の
期
間
の
個
人
の
消
費
量
を
集
計
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
社
会
の
総
消
費
量
を
算
出
し
、
新
古
典
派
の
経
済
成
長
モ
デ
ル
に
連
結
す
る
の
で
あ
る
。
実
は
こ
の
部
分
は
、
Ｊ
・
ト
ー
ビ
ン

　
（
Ｊ
.
Ｔ
Ｏ
Ｆ
）
の
モ
デ
札
を
、
個
人
が
潜
在
的
に
も
つ
消
費
効
用
関
数
を
一
つ
の
関
数
に
特
定
化
し
な
い
点
と
、
さ
ら
に
現
実
社
会

の
年
令
別
消
費
分
布
の
ハ
ン
プ
現
象
を
反
映
さ
せ
て
、
年
令
別
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
消
費
効
用
関
数
を
設
定
す
る
点
に
お
い
て
、
修

正
を
施
し
た
モ
デ
ル
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
の
モ
デ
ル
は
、
個
人
の
消
費
効
用
関
数
を
多
様
化
し
た
と
こ
ろ
の
ト
ー
ビ
ン
型

ラ
イ
フ
サ
イ
ブ
ル
貯
蓄
モ
デ
ル
で
あ
る
。

　
第
二
の
部
分
は
、
人
口
の
最
適
成
長
率
確
定
モ
デ
ル
で
あ
っ
て
、
第
一
の
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
連
結
さ
れ
た
期
間
別
の
人
口
の
年
令

構
造
を
、
基
準
二
に
よ
り
最
適
な
年
令
構
造
を
も
つ
よ
う
に
人
口
成
長
率
を
確
定
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
単
に
人
口
成
長
率

を
操
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
適
な
年
令
構
造
が
え
ら
れ
る
の
は
、
実
は
第
一
の
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
「
死
亡
秩
序
」
一
定
を

仮
定
し
て
い
る
こ
と
、
人
口
成
長
率
は
所
与
と
し
て
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

－２－



　
以
上
が
本
稿
の
骨
子
で
あ
る
。
こ
こ
に
特
記
し
た
い
の
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
は
Ｊ
・
ト
ー
ビ
ン
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
貯
蓄
モ
デ
ル
を
個
人
の
消
費
効
用
関
数
を
多
様
化
し
た
結
果
、
単
純
モ
デ
ル
で
は
あ
る
が
、
実
際
の
統
計
資
料
を
用
い
て
、
わ
が

国
が
も
つ
潜
在
的
な
個
人
の
消
費
効
用
関
数
や
人
口
の
最
適
成
長
率
を
、
限
定
さ
れ
た
条
件
の
下
で
、
実
際
に
計
測
可
能
と
な
る
こ

と
で
あ
る
。
最
後
の
節
で
簡
単
な
数
値
例
を
示
す
っ
も
り
で
あ
る
。

　
以
下
こ
れ
ま
で
叙
述
し
て
き
た
順
序
に
し
た
が
い
節
を
設
け
て
論
旨
を
進
め
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
ニ
　
モ
デ
ル
の
基
本
的
性
格

　
わ
れ
わ
れ
の
モ
デ
ル
は
、
閉
鎖
経
済
に
お
け
る
単
一
生
産
物
モ
デ
ル
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
生
産
物
は
消
費
財
に
も
、
資
本

財
に
も
使
用
で
き
る
も
の
と
す
る
。
消
費
に
他
用
さ
れ
な
い
生
産
物
の
残
余
の
部
分
は
貯
蓄
さ
れ
、
そ
れ
は
ま
た
自
動
的
に
投
資
さ

れ
、
以
後
の
生
産
量
に
影
響
を
与
え
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
、
ノ
　
り

　
い
ま
Ｊ
間
変
数
を
ｆ
、
即
、
Ｊ
、
卵
は
、
そ
れ
ぞ
れ
付
加
価
値
生
産
量
、
投
入
労
働
量
、
消
費
量
を
表
わ
す
と
こ
ろ
の
？
の
密
度

関
数
、
匹
四
は
時
占
！
に
お
け
る
資
本
量
と
す
る
。
さ
ら
に

　
　
　
　
　
久
｀
）
＝
Ｑ
（
｀
）
｀
ト
（
｀
）

と
か
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
さ
て
技
術
進
歩
を
労
働
増
加
的
と
す
る
と
き
、
生
産
量
即
は
、
つ
ぎ
の
形
の
生
産
関
数

（
２
.
　
１
）
　
　
　
　
　
　
　
Ｑ
（
ｔ
）
=
Ｆ
ｌ
Ｋ
（
ｔ
）
。
　
ｅ
＾
＾
’
Ｌ
ヽ
（
ヽ
）
］

に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。
い
ま
一
次
同
次
を
仮
定
し
、
労
働
力
の
成
長
率
㈲
を
一
定
と
す
れ
ば

－　３　－



－４－

　
　
　
　
　
ド
Ｈ
‥
‥
ｈ
、
（
０
）
Ｒ
’
・

そ
の
と
き

　
　
　
　
　
Ｃ
（
ヽ
）
‥
Ｈ
ｈ
ヽ
（
０
）
Ｑ
（
ぷ
ョ
）
嗚
・
［
｀
｛
一
（
ヽ
）
ぷ
（
０
）
Ｑ
（
ぷ
ョ
）
＼
　
１
１
.

こ
こ
で

　
　
　
　
　
ミ
、
）
‥
Ｈ
｀
り
（
こ
ぶ
（
０
）
Ｑ
（
ポ
ョ
）
’

と
お
き

　
　
　
　
　
’
｀
。
（
ミ
｀
）
）
＝
吻
［
冷
（
デ
｛
｝

と
定
義
す
る
と
き
、
生
産
関
数
（
り
ご
は

　
　
　
　
　
ｉ
（
ヽ
）
＝
｀
ぃ
（
０
）
ｙ
ポ
ョ
）
ぐ
。
（
砂
（
｀
）
）

と
か
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
ら
に

（
２
.
　
　
-
１
）
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
（
０
｡
　
Ｌ
）
=
０
｡
　
　
　
　
Ｆ
（
Ｋ

。
　
０
）
‥
Ｈ
Ｏ
゛

（
２
.
　
　
３
）
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｋ
。
　
Ｌ
）
▽
0
5
　
　
　
　
Ｆ
ｋ
ｋ
（
Ｋ
｡
　
Ｌ
）
△
０
　
　
（
哨
１
　
１
∇
０
’
ト
▽
０
）

を
仮
定
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
条
件
は

（
り
μ
）
　
　
芭
’
｀
。
（
０
）
日
日
０
゛
　
（
び
）
　
≒
、
（
か
）
▽
０
゛
　
百
代
（
砂
）
Λ
０

と
な
る
。

　
さ
ら
に
生
産
関
数
谷
ご
を
限
定
し
て
つ
ぎ
の
族
生



す
な
わ
ち
つ
ぎ
の
条
件

で
あ
る
か
ら
、
消
費
量
最
大
を
与
え
る
鳶
は

で
あ
る
。

　
　
　
り

　
消
費
印
は
す
べ
て
の
時
点
で

が
成
立
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
い
ま
簡
単
の
た
め
に
、
資
本
は
消
耗
し
な
い
も
の
と
し
、
時
点
？
に
お
け
る
純
投
資
率
を
埓
と
す
れ
ば

を
つ
け
加
え
る
。
す
な
わ
ち
「
適
当
な
性
質
」
を
も
つ
（
w
ｅ
ｌ
ｌ
-
ｂ
ｅ
ｈ
ａ
ｖ
ｅ
ｄ
）
生
産
関
数
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。
さ
て
、
生
産
物
、
労

働
の
各
市
場
で
完
全
競
争
が
支
配
し
、
そ
の
も
と
で
企
業
は
利
潤
極
大
を
追
求
す
る
と
す
れ
ば
、
賃
金
率
を
ｒ
、
市
場
利
子
率
を
ｒ

と
す
る
と
き

－５－



明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
さ
ら
に
特
定
の
期
間
に
お
け
る
個
人
の
消
費
量
を
集
計
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
全
体
に
対
す
る
消
費
量
を

算
出
し
、
巨
視
的
経
済
成
長
モ
デ
ル
と
微
視
的
な
個
人
行
動
と
の
間
を
プ
リ
ッ
ジ
す
る
役
割
を
果
た
す
の
で
あ
る
。

　
∽
　
消
費
の
年
令
別
分
布

　
モ
デ
ル
に
つ
ぎ
の
前
提
を
お
く
。
す
な
わ
ち

　
１
０
　
人
口
成
長
率
（
・
だ
Ⅳ
）
は
一
定
が
、

　
2
0
　
年
令
別
死
亡
率
お
よ
び
生
存
数
が
０
と
な
る
年
令
㈲
も
一
息
「
死
亡
秩
序
」
定
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
3
0
　
年
令
ぶ
才
の
労
働
力
化
率
収
一
定
。

　
こ
こ
で
前
提
2
0
は
年
令
Ｏ
の
生
存
数
を
１
と
す
る
と
き
、
年
令
丿
才
ま
で
生
残
す
る
生
存
率
収
一
定
、
特
に
○
＝
０
の
ω
も
一
定

－６－

を
満
足
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
が
黄
金
律
径
路
で
社
会
の
消
費
量
最
大
を
与
え
る
。
う
え

　
　
　
り

の
図
で
八
曲
線
は
、
生
産
関
数
が
「
適
当
な
性
質
」
を
も
っ
て
い
る
か
ら
、
図
示
さ
れ
た
よ

う
な
形
状
を
と
り
、
黄
金
律
径
路
〈
た
が
必
ず
存
在
し
、
唯
一
つ
に
限
る
〇
　
こ
こ
で
各
の
み

に
対
し
て
一
つ
ず
つ
黄
金
径
路
が
対
応
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
三
　
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
貯
蓄
モ
デ
ル

　
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
貯
蓄
モ
デ
ル
は
、
わ
れ
わ
れ
の
モ
デ
ル
の
前
段
の
部
分
に
当
る
。
こ
の

モ
デ
ル
の
目
的
は
、
個
人
の
一
生
を
通
じ
て
の
貯
蓄
行
動
、
裏
を
か
え
せ
ば
消
費
行
動
を
究



を
意
味
す
る
。

　
さ
ら
に
1
0
、
2
0
を
前
提
に
お
く
と
、
安
定
人
口
理
論
に
よ
っ
て
、
現
在
の
年
令
構
成
に
関
係
な
く
、
年
令
構
成
一
定
の
人
口
（
安

定
人
口
と
い
う
）
を
極
限
値
と
し
て
も
つ
の
で
あ
る
。

　
い
ま
ｙ
ｉ
ｔ
。
　
Ｘ
）
を
時
点
！
に
お
け
る
ぷ
才
の
一
人
当
り
の
労
働
所
得
と
す
る
と
、
技
術
進
歩
率
辨
に
よ
っ
て

（
３
.
　
１
）
　
　
　
　
　
　
ｙ
｛
ｔ
｡
　
ｘ
｝
=
ｙ
ｉ
Ｏ
。
　
ｘ
）
ｅ
^
Ｋ

（
０
　
＜
　
ａ
;
　
＜
　
ｃ
≫
）

し
た
が
っ
て
個
人
の
所
得
の
ラ
イ
フ
タ
イ
ム
径
路
は
、
時
点
？
に
お
け
る
横
断
面
上
の
所
得
分
布
を
そ
の
経
済
の
技
術
進
歩
卒
に
よ

っ
て
修
正
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
え
ら
れ
る
。
つ
ぎ
に
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
・
フ
イ
ッ
シ
ャ
ー
（
Ｉ
ｒ
ｖ
ｉ
品
Ｆ
ｉ
ｓ
ｈ
ｅ
ｒ
）
に
よ
れ
ば
、
「
個
人
の
時

間
選
好
は
利
子
率
ｒ
（
一
定
と
す
る
）
で
あ
恥
」
か
ら
、
割
引
率
を
ｒ
と
す
る
と
き
、
時
点
！
に
お
い
て
出
生
し
た
個
人
の
出
生
か
ら

ｘ
才
ま
で
の
労
働
所
得
額
の
出
生
時
に
お
け
る
現
価
（
Ｙ
（
ｔ
｡
　
　
Ｘ
）
）
は
生
存
数
と
労
働
力
化
率
を
用
い
て

（
Ｆ
に
）
　
　
ｉ
Ｆ
Ｍ
）
＝
゛
一
。
ぐ
Ｑ
十
ｕ
。
　
ｕ
）
ａ
（
ｕ
）
ｌ
（
ｕ
）
ｅ
~
'
＾
＾
ｄ
ｕ

で
表
わ
さ
れ
る
。
（
３
.
　
　
１
）
に
よ
り

　
　
　
　
　
Ｙ
（
ｔ
。
　
ｘ
）
=
ｅ
'
”
こ
バ
ｙ
（
０
。
　
ｕ
）
ａ
（
ｕ
）
ｌ
（
｡
ｕ
）
ｅ
＾
’
＾
"
'
^
”
ｄ
ｕ
．

し
か
る
に

－７－



で
あ
る
。

　
こ
こ
で
モ
デ
ル
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
基
本
前
提
を
お
く
。

　
基
本
前
提
一
　
個
人
の
貯
蓄
は
一
生
の
間
で
繰
り
の
べ
ら
れ
た
消
費
で
あ
る
。

特
に

　
つ
ぎ
に
久
ひ
ｋ
）
を
時
点
ｚ
に
お
け
る
ぷ
才
の
Ｉ
人
当
り
消
費
量
と
す
れ
ば
、
時
点
ｆ
に
お
い
て
出
生
し
た
も
の
の
ぷ
才
ま
で

の
累
積
消
費
量
の
出
生
時
に
お
け
る
現
価
は
、
再
び
ｒ
を
換
算
率
と
し
て

が
成
立
す
る
。

　
特
に

で
あ
る
か
ら

－８－



か
ら
（
Ｑ
・
Ｓ
は
特
定
の
関
数

に
と
る
。

　
こ
こ
で
効
用
関
数
の
基
本
的
条
件

を
最
大
に
す
る
よ
う
に
、
一
生
を
通
じ
て
消
費
を
配
分
す
る
も
の
と
す
る
。

　
さ
て
こ
の
社
会
の
個
人
の
消
費
効
用
密
度
関
数
の
基
本
形
を

を
も
っ
て
い
て

で
あ
る
。

　
基
本
前
提
二
　
前
提
一
の
下
で
、
個
人
は
そ
の
社
会
に
固
有
の
消
費
に
対
す
る
年
令
㈲
別
の
効
用
密
度
関
数

こ
れ
を
数
式
で
表
わ
せ
ば
、
す
べ
て
の
！
に
対
し
て

－９－



で
あ
る
。

で
あ
る
。
こ
こ
に

と
お
く
。

　
こ
の
と
き
、
年
令
別
に
配
分
さ
れ
た
消
費
量
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
定
理
一
を
う
る
。

　
定
理
一
　
前
提
一
、
二
の
下
で
、
ぷ
才
の
消
費
効
用
密
度
関
数
を
（
Ｆ
｛
０
｝
と
す
れ
ば
、
一
生
を
通
じ
て
の
消
費
の
年
令
別
分
布

（
配
分
）
は
、
時
間
選
好
を
ｒ
と
す
る
と
き

と
す
る
。

　
年
令
ぷ
才
に
対
す
る
消
費
効
用
関
数
に
は
、
年
令
に
よ
る
消
費
の
ハ
ン
プ
（
ｒ
Ｊ
）
現
象
を
考
慮
し
て
重
み
γ
を
つ
け
る
が
、
こ

の
γ
は
ｘ
お
よ
び
人
口
成
長
率
刄
に
も
デ
ィ
ぺ
ン
ド
す
る
も
の
と
す
る
。
す
な
わ
ち

－10－



い
ま

ゆ
え
に

ゆ
え
に

し
た
が
っ
て

を
最
大
に
す
る
と
こ
ろ
の
ご
の
年
令
分
布
が
一
生
を
通
じ
て
の
消
費
効
用
を
最
大
に
す
る
わ
け
で
あ
る
。

　
そ
の
条
件
は
、
被
積
分
関
数
を
久
ヽ
十
丿
息
に
つ
い
て
偏
微
分
し
て

証
明
　
こ
れ
は
条
件
（
３
.
　
　
７
）
が
付
帯
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
条
件
付
極
値
問
題
で
あ
る
か
ら
、
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
の
未
定
乗
数
法
に



で
あ
る
。

　
ゆ
え
に
時
点
ｒ
で
出
生
し
た
も
の
の
時
点
？
（
Ⅳ
り
）
に
お
い
て
生
存
し
て
い
る
も
の
の
総
数
は

が
え
ら
れ
る
。

　
㈲
　
集
計
の
問
題

　
つ
ぎ
に
こ
れ
ら
の
ミ
ク
ロ
的
個
人
の
消
費
量
を
各
時
点
ご
と
に
集
計
し
て
、
各
時
点
に
お
け
る
社
会
全
体
の
ア
グ
レ
ゲ
ー
ト
な
消

費
量
を
求
め
て
み
よ
う
。

　
い
ま
時
点
０
に
お
け
る
出
生
数
哨
（
ｏ
）
を
１
と
す
れ
ば
、
時
点
？
に
お
け
る
出
生
数
は

－12－

と
か
く
こ
と
が
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
（
Ｆ
り
）
か
ら

と
お
く
と
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で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
時
点
ｔ
^
に
お
け
る
Ｘ
才
の
消
費
量
は
、
定
理
一
に
よ
り

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
時
点
ｒ
に
お
け
る
ｘ
才
の
労
働
所
得
は
ｙ
（
Ｔ
｡
　
ｘ
）
で
あ
る
か
ら
、
時
点
ｚ
に
お
け
る
労
働
所
得
総
額
い
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

ゆ
え
に
時
点
ｊ
に
お
け
る
人
口
総
数
心
は
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と
か
く
こ
と
が
で
き
て
、
7
7
は

と
か
く
と
（
Ｆ
に
）
は

と
か
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
ら
に

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ

ゆ
え
に
、
時
点
ｊ
に
お
け
る
社
会
の
総
消
費
量
印
は



で
与
え
ら
れ
、
特
定
時
点
Ｏ
に
出
生
し
た
も
の
の
出
生
時
に
お
け
る
消
費
量
の
現
価
と
の
間
に
は
、
つ
ぎ
の
関
係
式

で
あ
る
。

　
以
上
を
定
理
の
形
で
ま
と
め
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ

　
定
理
二
　
時
点
？
に
お
け
る
、
そ
の
社
会
の
総
消
費
量
印
と
時
点
０
に
お
い
て
出
生
し
た
個
人
が
一
生
に
消
費
す
る
消
費
量
の
出

生
時
に
お
け
る
現
価
と
の
間
に
成
立
す
る
関
係
式
は

で
あ
る
。

　
特
に
黄
金
律
径
路
で
は

も
し
く
は

で
あ
る
。

　
し
か
る
に
、
（
3
.
1
4
）
は
基
本
前
提
一
に
よ
り



で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
結
果
か
ら
、
ｓ
が
所
与
の
場
合
に
は
各
個
人
の
一
生
を
通
じ
て
の
消
費
効
用
を
最
大
に
と
り
な
が
ら
、
各
時
点
に
お

け
る
一
人
当
り
消
費
を
最
大
に
す
る
よ
う
な
人
口
と
資
本
と
が
バ
ラ
ン
ス
し
て
い
る
経
済
径
路
は
黄
金
律
径
路
〈
・
″
で
あ
る
。
し
か

し
も
し
各
個
人
の
一
生
を
通
じ
て
の
消
費
最
大
を
目
途
と
す
る
な
ら
ば
、
一
般
に
は
必
ず
し
も
黄
金
律
径
路
で
は
な
く
、
そ
れ
は
、

7
7
と
一
人
当
り
消
費
量
の
相
対
的
関
係
か
ら
黄
金
律
径
路
〈
’
だ
よ
り
小
さ
い
と
こ
ろ
の
あ
る
ゐ
に
対
す
る
黄
金
時
代
径
路
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
四
　
人
口
の
最
適
成
長
率
決
定
モ
デ
ル

　
第
三
節
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
貯
蓄
モ
デ
ル
で
は
、
人
口
に
課
せ
ら
れ
た
条
件
は
、
人
口
の
成
長
率
一
定
及
び
「
死
亡
秩
序
」
一
定

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
条
件
の
下
で
そ
の
人
口
に
対
応
し
て
、
各
個
人
の
一
生
を
通
じ
て
の
消
費
効
用
最
大
を
目
ざ
し
な
が

ら
、
一
方
に
お
い
て
、
た
と
え
ば
、
各
時
点
に
お
け
る
社
会
の
総
消
費
量
最
大
を
達
成
す
る
よ
う
な
経
済
成
長
径
路
す
な
わ
ち
黄
金

律
径
路
の
成
立
を
示
し
て
き
た
。
換
言
す
れ
ば
、
当
該
人
口
に
、
上
述
の
二
つ
の
目
標
を
達
成
さ
せ
る
た
め
の
資
本
蓄
積
径
路
を
提

示
し
た
わ
け
で
あ
る
。

－16－

が
成
立
す
る
。
こ
こ
で
∬
は
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さ
て
こ
こ
で
問
題
は
、
人
口
に
課
せ
ら
れ
た
条
件
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
単
に
、
成
長
率
及
び
死
亡
秩
序
が
そ
れ
ぞ
れ

一
定
と
い
う
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
一
応
両
者
に
つ
い
て
は
選
択
の
自
由
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
死
亡
秩
序
は
、
前
述
し
た
よ

う
に
、
今
日
の
経
済
先
進
地
域
で
は
最
低
水
準
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
選
択
の
方
向
は
水
準
を
高
め
る
余
地
し
か
残
さ
れ
て
い

な
い
。
し
た
が
っ
て
死
亡
秩
序
に
つ
い
て
は
選
択
の
自
由
が
な
い
こ
と
は
自
明
の
事
柄
で
、
唯
人
口
成
長
率
を
い
か
に
選
択
す
べ
き

か
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
モ
デ
ル
の
展
開
を
一
見
し
て
わ
か
る
こ
と
は
、
個
人
に
と
っ
て
は
、
「
一
生
を
通
じ
て
の
消
費
効
用
最
大
」
、
社
会
全

体
と
し
て
は
「
消
費
量
最
大
」
を
達
成
目
標
と
し
て
と
り
上
げ
、
し
か
も
黄
金
律
径
路
に
よ
っ
て
達
成
の
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。
す

な
わ
ち
当
該
人
口
の
希
求
す
べ
き
経
済
環
境
は
完
備
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
も
し
こ
の
事
柄
が
承
認
さ
れ
た
と
す
れ

ば
、
残
る
問
題
は
人
口
の
包
蔵
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
健
全
な
発
展
以
外
に
は
な
い
と
信
ず
る
。
な
ぜ
な
ら
、
昨
今
等
し
く
反
省
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
経
済
の
高
度
成
長
が
即
社
会
の
福
祉
厚
生
に
は
つ
な
が
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
筆
者

は
、
こ
こ
で
人
口
の
「
負
担
率
」
と
い
う
概
念
を
導
入
し
よ
う
。

　
ま
ず
わ
れ
わ
れ
は
人
口
を
三
つ
の
年
令
階
級
（
○
｜
一
五
才
未
満
）
（
一
五
－
六
五
才
未
満
）
お
よ
び
（
六
五
才
以
上
）
に
区
分
し
た
と

き
、
（
一
五
｜
六
五
才
未
満
）
い
わ
ゆ
る
生
産
年
令
人
口
階
級
が
社
会
発
展
の
原
動
力
で
あ
り
、
そ
の
他
の
年
令
階
級
は
、
い
わ
ゆ
る

被
扶
養
階
級
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
も
し
幼
少
年
令
や
老
今
に
あ
る
人
び
と
と
生
産
年
令
に
あ
る
人
び
と
の
間
に
何
等

の
差
別
を
設
け
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
つ
ぎ
の
割
合



と
定
義
し
よ
う
。

　
　
　
ｊ

　
式
中
収
は
、
ｘ
才
人
口
の
真
性
労
働
力
化
率
で
あ
り
、
？
に
関
係
な
く
一
定
と
仮
定
し
よ
う
。
久
ひ
Ｍ
）
は
時
点
ｊ
に
お
け
る

Ｘ
才
の
消
費
量
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
時
点
？
に
お
け
る
各
才
の
消
費
量
を
ウ
ェ
ー
ト
に
と
っ
た
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｊ
才
人
口
が

経
済
社
会
に
お
い
て
担
っ
て
い
る
責
任
や
活
動
を
果
す
た
め
に
摂
取
し
た
り
、
身
に
つ
け
た
り
、
そ
の
他
の
欲
求
に
支
出
さ
れ
る
と

こ
ろ
の
消
費
で
あ
る
か
ら
、
彼
等
の
社
会
的
活
動
の
も
と
と
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
表
徴
で
あ
る
と
理
解
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
単

に
経
済
的
な
消
費
と
み
て
働
き
手
の
経
済
的
な
負
担
率
と
み
る
場
合
に
は
、
仮
性
非
労
働
力
人
口
を
と
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
考
え
方
に
は
立
脚
し
て
い
な
い
わ
け
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
（
ら
・
と
を
負
担
率
と
し
て
定
義
し
た
理
由
を
く
り
か
え
し
て
述
べ
れ
ば
、
社
会
活
動
の
根
源
は
、
生
産
年
令
人
口
の
う

を
負
担
率
と
定
義
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
し
か
し
実
際
に
は
、
年
令
に
よ
っ
て
ウ
ェ
ー
ト
を
付
け
る
の
が
実
態
に
マ
ッ
チ
し
た
や
り
方
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
し
、
病

気
そ
の
他
の
理
由
で
身
体
的
条
件
に
よ
り
労
働
に
堪
え
ら
れ
な
い
真
性
非
労
働
力
人
口
（
通
学
家
事
労
働
そ
の
他
の
理
由
に
よ
る
も
の
は

削
除
）
も
被
扶
養
人
口
に
算
入
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
見
地
か
ら
、
負
担
率
を
よ
り
現
実
的
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
定
義
し
よ
う
。

　
負
担
率
の
定
義
　
時
点
丿
心
に
お
け
る
負
担
率
を
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と
と
る
と
（
？
に
）
　
に
よ
り

ち
真
に
社
会
活
動
に
参
加
し
う
る
人
び
と
で
あ
る
と
考
え
、
一
般
に
統
計
的
に
在
学
、
家
事
、
そ
の
他
の
、
病
気
等
の
身
体
的
条
件

以
外
の
理
由
に
よ
っ
て
労
働
力
を
労
働
市
場
に
供
給
す
る
意
思
を
も
た
な
い
も
の
（
例
え
ば
家
庭
の
主
婦
等
）
を
非
労
働
力
人
口
と
は

考
え
な
い
。
こ
れ
は
真
の
意
味
で
の
非
労
働
力
人
口
で
は
な
く
、
仮
性
非
労
働
力
と
考
え
、
社
会
的
、
経
済
的
活
動
の
棍
源
を
担
な

り
も
の
と
解
釈
す
る
わ
け
で
あ
る
。

　
負
担
率
の
定
義
式
の
分
母
は
、
正
に
そ
の
社
会
的
、
経
済
的
活
動
の
根
源
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
表
現
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
分
子
の
、
一
五
才
未
満
人
口
階
級
の
消
費
は
、
将
来
の
社
会
的
経
済
的
活
動
に
参
加
す
る
た
め
の
準
備
と
し
て
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
補
給
段
階
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
に
お
け
る
そ
の
年
令
階
級
に
補
給
さ
れ
る
べ
き
ウ
ェ
ー
ト
を
表
示
し
て
い
る
と
み
る

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
分
子
の
、
六
五
才
以
上
人
口
は
、
す
で
に
社
会
的
経
済
的
活
動
を
終
え
て
隠
退
す
る
の
が
正
常
の
状
態
と
考
え

る
人
び
と
に
補
給
さ
れ
る
べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
表
示
す
る
ウ
ェ
ー
ト
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
真
性
非
労
働
力
人
口
に
対
し
て
も
同

様
の
解
釈
が
な
さ
れ
よ
う
。
上
述
の
意
味
で
分
子
は
、
分
母
の
真
性
生
産
年
令
人
口
が
も
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
的
ウ
ェ
ー
ト
の
う
ち
か
ら

さ
い
て
投
入
す
べ
き
負
担
部
分
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
負
担
割
合
が
、
負
担
率
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
あ
る
。

　
し
か
し
真
性
労
働
力
人
口
階
級
に
と
っ
て
は
、
こ
の
負
担
率
を
許
さ
れ
る
範
囲
内
で
最
小
に
す
る
こ
と
が
、
社
会
的
経
済
的
活
動

の
源
泉
を
保
蔵
す
る
意
味
で
必
要
不
可
欠
な
条
件
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
負
担
率
を
具
体
的
な
形
に
と
る
た
め
に
、
（
に
・
｛
０
｝
の
効
用
関
数
を
特
定
化
し
て
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で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
時
点
？
に
お
け
る
Ｊ
才
の
消
費
量
は
、
時
点
０
に
お
け
る
対
応
す
る
Ｚ
才
の
そ
れ
に
対
し
て
技
術
進
歩
率
附
で
消
費

水
準
が
一
様
に
上
昇
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
に
お
け
る

　
　
　
　
　
ら
宵
）

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
済
社
会
に
固
有
の
各
ｉ
才
の
消
費
量
を
決
定
し
て
い
る
潜
在
的
効
用
関
数
に
か
か
わ
る
母
数
（
ｐ
ａ
ｒ
ａ
ｍ
ｅ
ｔ
ｅ
ｒ
）
で

あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
の
年
令
別
の
消
費
構
造
を
決
定
し
て
い
る
決
定
因
子
で
あ
る
。
し
か
も
モ
デ
ル
で
は
各
才
の
効
用
関
数

が
固
定
的
に
与
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
母
数
も
固
定
的
で
あ
る
。
そ
し
て
各
時
点
に
お
け
る
各
才
の
実
際
の
消
費
量
の
相
対
関

数
は
、
こ
の
母
数
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
異
時
点
に
お
け
る
消
費
量
は
技
術
進
歩
率
？
に
よ
っ
て
水
準
が
推
移
し
て
い
る
こ
と
に
な

－20－

す
な
わ
ち

で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
時
点
～
に
お
い
て
ｘ
才
の
も
の
の
消
費
量
は

こ
こ
で



を
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
負
担
率
の
定
義
式
か
ら
明
ら
か
に
条
件
（
ら
・
に
）
は
充
分
条
件
で
も
あ
る
。

　
そ
こ
で
（
４
・
に
）
を
微
分
し
て

で
定
義
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
負
担
率
を
最
少
に
す
る
よ
う
な
人
口
成
長
率
・
″
を
わ
れ
わ
れ
は
、
最
適
人
口
成
長
率
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
最
適
成
長
率
・
ガ
は

に
関
連
さ
せ
て
谷
ご
は

い
ま
こ
の
母
数
0
0
を
用
い
て
負
担
率
隅
を
、
０
時
点
に
お
け
る
人
口
の
年
令
構
成

－21－



－22－

に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
。

　
こ
の
万
を
わ
れ
わ
れ
は
最
適
出
生
率
（
〇
唇
m
ｕ
m
　
Ｂ
ｉ
ｒ
ｔ
ｈ
　
Ｒ
ａ
ｔ
ｅ
）
と
名
づ
け
よ
う
。
こ
の
最
適
出
生
率
こ
そ
家
族
計
画
が
最
長
目

を
う
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
条
件
式
（
ら
・
ａ
）
は
、
負
担
率
最
小
を
与
え
る
と
こ
ろ
の
人
口
成
長
率
一
万
が
、
働
き
手
（
ｘ
才
）
の
○
を
ウ
ェ
ー
ト
に
と
っ
た
重

み
つ
き
平
均
年
令
を
、
被
扶
養
人
口
（
Ｊ
才
）
の
同
じ
く
○
を
重
み
と
す
る
重
み
つ
き
平
均
年
令
に
等
し
く
す
る
よ
う
な
人
口
成
長

率
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
・
ガ
に
対
応
す
る
出
生
率
・
ひ
は

ゆ
え
に
（
４
‘
ｗ
）
を
０
と
お
い
て
最
小
値
を
与
え
る
と
こ
ろ
の
″
が
満
足
す
べ
き
関
係
式
を
求
め
る
と
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に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
五
　
数
　
　
値
　
　
例

　
わ
れ
わ
れ
は
、
わ
が
国
の
現
状
を
ふ
ま
え
て
、
数
値
例
を
設
定
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
「
死
亡
秩
序
Ｌ
に
つ
い
て
は
、
人
口
問
題
研
究
所
の
第
2
3
｜
2
5
回
簡
速
静
止
人
口
表
（
生
命
表
）
に
よ
り
、
昭
和
四
十
四
年
四

月
一
日
か
ら
同
四
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
三
ヵ
年
間
の
平
均
的
な
「
死
亡
秩
序
」
を
基
礎
に
と
っ
た
。
し
か
も
簡
単
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

と
と
る
と
き
、
各
時
点
の
年
令
別
消
費
構
造
を
決
定
す
る
母
数
収
が
存
在
す
る
。
こ
の
母
数
を
重
み
と
す
る
被
扶
養
人
口
の
平
均
年

令
が
真
性
生
産
年
令
人
口
の
同
じ
く
吠
を
重
み
と
す
る
平
均
年
令
に
等
し
く
な
る
よ
う
な
人
口
成
長
率
・
″
が
（
ら
・
ご
で
定
義
さ
れ

る
負
担
率
を
最
小
に
す
る
の
で
あ
る
。
も
し
・
ガ
が
負
の
場
合
に
は
、
・
万
を
０
と
す
る
。
こ
の
一
万
が
人
口
の
最
適
成
長
率
で
、
そ
れ
に

対
応
す
る
最
適
出
生
率
み
は

標
と
す
べ
き
出
生
率
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
求
め
ら
れ
た
Ｉ
″
は
常
に
正
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
の
場
合
に
は
別
の
観
点

か
ら
・
ガ
を
０
と
す
べ
き
だ
と
考
え
た
い
。

　
以
上
の
事
柄
を
定
理
三
と
し
て
ま
と
め
て
お
こ
う
。

　
定
理
三
　
ぷ
才
の
人
口
の
潜
在
的
消
費
効
用
関
数
を
特
に



標指算計の種各表１第
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て
、
昭
和
三
十
六
年
に
、
筆
者
が
推
算
し
た
消
費
単
位
か
ら
概

算
し
た
非
農
家
世
帯
の
消
費
単
位
で
あ
る
。

　
第
１
表
を
用
い
て
概
算
し
た
結
果
を
示
せ
ば
、
第
２
表
の
と

お
り
で
あ
る
。

第
２
表
　
最
適
人
口
成
長
率
（
‰
）

に
男
子
人
口
に
つ
い
て
計
算
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
で
同
表
に
よ
り
、
男
子
の
2
3
－
2
5
回
の
三
ヵ
年
の
五
才
階
級
（
六
十
五
才
以
上

一
括
）
別
の
静
止
人
口
数
（
ふ
）
の
算
術
平
均
を
基
礎
に
し
た
。
第
１
表
の
②
相
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
印
相
は
真
性
労
働
力
化
率
（
推
算
）
で
、
昭
和
四
十
五
年
の
国
勢
調
査
結
果
に
よ
る
と
こ
ろ
の
男
子
の
労
働
力
化
率
を
仮
性
的
と

し
、
そ
れ
に
よ
り
形
式
的
に
推
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
㈲
欄
の
各
五
才
階
級
に
お
け
る
消
費
単
位
は
、
労
働
科
学
研
究
所
編
「
日
本
の
生
活
水
準
」
の
最
低
生
活
費
を
参
照
し
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に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
最
近
の
（
粗
）
死
亡
率
水
準
が
一
定
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
因
み
に
わ
が
国
の
粗
死
亡
率
も
七
‰
の
水
準

　
　
で
安
定
し
て
い
る
。
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Ｃ
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年
令
別
死
亡
率
一
定
を
仮
定
し
て
い
る
根
拠
は
一
九
七
一
年
の
国
連
の
Ｄ
ｅ
ｍ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｐ
ｈ
ｉ
ｃ
　
Ｙ
ｅ
ａ
ｒ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｒ
の
つ
ぎ
の
統
計
表



　
　
ｐ
ｐ
.
　
３
４
４
-
３
５
３
.

■
ｐ
'
　
高
木
尚
文
「
人
間
の
貨
幣
価
値
」
、
明
治
学
院
論
叢
「
経
済
研
究
」
第
六
十
三
号
、
三
十
一
―
六
十
八
頁
、
労
働
科
学
研
究
所
編
「
日
本

　
　
の
生
活
水
準
」
昭
和
二
十
四
年
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ

㈲
　
負
担
率
を
定
義
す
る
た
め
の
各
才
の
ウ
ェ
ー
ト
を
例
え
ば
、
消
費
効
用
関
数
の
収
と
か
、
Ｊ
才
の
最
低
生
存
消
費
量
に
と
る
こ
と
も
考
え

　
　
ら
れ
る
。

㈲
　
第
2
3
－
2
5
回
簡
速
静
止
人
口
表
（
生
命
表
）
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
資
料
一
九
六
、
一
九
八
、
一
九
九
号
。

㈲
　
高
木
尚
文
「
人
間
の
貨
幣
価
値
」
、
明
治
学
院
論
叢
「
経
済
研
究
」
第
六
十
三
号
、
三
十
一
－
六
十
八
頁
。

　
　
労
働
科
学
研
究
所
編
「
日
本
の
生
活
水
準
」
、
昭
和
二
十
四
年
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
研
究
は
三
鳥
海
雲
記
念
財
団
の
研
究
奨
励
金
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
）
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